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概要

本稿は、創造／創発を「場→波→縁→渦→束」の五相として記述するスキーマを提示する。このス
キーマは、対話やプロジェクトで生じる混乱・対立・停滞を「誰が正しいか」ではなく「どの相で何
が起きているか」という診断問題へ変換する共通言語として機能することを狙う。さらに、組織論の
“場（Ba）”、boundary objects、非平衡自己組織化、普遍性（くりこみ群、SOC）といった既存語彙
を足場に、五相が物質・生命・社会・精神に跨る類似生成構造として現れるという研究仮説（宇宙普
遍）を定式化する。最後に、操作的定義と反証可能な予測の最小セットを提案する。

1 導入
創造（創発）はしばしば「ひらめき」や「才能」の語りで説明されるが、その語りは観測・診断・設計

（介入）に弱い。本稿は、創造を生成プロセスとして扱うための五相スキーマ（場—波—縁—渦—束）を
提案する。本稿の位置づけは「仮説提示」であり、強い実証ではなく、(1) 概念の分節、(2) 既存研究へ
の翻訳、(3) 反証可能な問いの提示、を主目的とする。

2 関連研究（最小）
「場（shared context）」に基づく知識創造の議論（例：Ba）や境界をまたぐ協働を支える boundary

objects の議論は、本稿の「場／縁」を学術語彙へ翻訳する足場となる (Nonaka and Konno 1998; Star
and Griesemer 1989)。また、非平衡系で秩序が立ち上がる散逸構造 (Prigogine 1977)、非平衡パターン
形成 (Cross and Hohenberg 1993)、普遍性（くりこみ群）(Wilson 1971)、自己組織化臨界 (Bak et al.
1987) は、宇宙普遍仮説（C7）の論理的足場となる。

3 提案：五相スキーマ（定義）
五相を以下のように暫定定義する（本稿の中核仮説）。

場 未分化の背景。複数の可能性が共存し、まだ差が「形」になっていない状態。
波 差（揺れ）が顕在化する相。相反する揺れが同時に立つ。
縁 揺れが接続点（境界）を作り、相互作用（結合）が生まれる相。
渦 対立を否定せず保持しつつ、回転的に統合された「まとまり」が立つ相。
束 複数のまとまりが干渉し、方向性（集合的な近似線）として残る相。
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3.1 最小図式
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図 1 五相スキーマ（概念図）

4 診断：失敗モード（C4）
本スキーマは「良い／悪い」の道徳判断ではなく、生成の停滞を相の問題として扱うための診断語彙

である。例として以下を挙げる（詳細は今後の事例分析で拡張する）。

• 波の硬直：揺れの片側を「悪」として排除し、「良い」だけを固定化すると、過剰化・硬直が起き、結
果として「良い」の自滅に向かう。

• 縁の平坦化：衝突（緊張）が弱すぎると関係強度が育たず、均一で平坦な状態が続き、意図せぬ侵略
／同調として現れる。

5 翻訳：組織・対話への接続（C5）
「場」は共有コンテクストとしての Ba（physical/virtual/mental space）へ、「縁」は境界をまたぐ
翻訳と協働を支える boundary objects へ翻訳できる (Nonaka and Konno 1998; Star and Griesemer
1989)。この翻訳により、五相を対話設計（場づくり、境界設計、統合プロセス）へ接続できる。

6 外挿：物理への構造対応（C6）
非平衡が秩序の源となるという見方（散逸構造）(Prigogine 1977)や非平衡パターン形成 (Cross and

Hohenberg 1993)は、「波（揺れ）」から「渦（秩序構造）」が立つ一般像を与える。また、結合が臨界値
を超えると同期が立ち上がるモデルは、縁→渦（結合→まとまり）を直感的に例示する (Strogatz 2000)。

7 宇宙普遍仮説（C7）：普遍性としての五相
くりこみ群の観点は、ミクロとマクロで詳細が異なってもスケール変換で不変な構造が現れうること

を示す (Wilson 1971)。さらに、自己組織化が臨界点へ向かう SOC は「自己組織化＋普遍性」を結びつ
ける (Bak et al. 1987)。これらを足場に、本稿は次を研究仮説として提示する：

（H）五相スキーマ（場—波—縁—渦—束）は、物質→生命→社会→精神に跨って類似生成構造と
して現れる（宇宙普遍）。
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7.1 最小の予測（反証可能性の入口）

今後の実証のため、最低限の予測形を 2つ置く：

1. 境界・結合の閾値仮説：縁の相では、結合強度が閾値を下回ると渦（まとまり）が立ちにくい。
2. 硬直のコスト仮説：波で揺れの片側を早期に排除すると、短期的安定と引き換えに長期の適応性（束
としての方向転換能力）が低下する。

8 限界と今後
本稿は仮説提示であり、(i) 操作的定義、(ii) 事例データ、(iii) 代替仮説との比較が未整備である。今

後は、対話ログのラベリング、ネットワーク指標、情報量の推移などにより五相を観測可能にする。

9 結論
五相スキーマは、創造／創発を診断可能なプロセスとして扱うための「地図」である。既存語彙（Ba、

boundary objects、自己組織化、普遍性）への翻訳を通じて、宇宙普遍仮説を研究プログラムとして提
示した。
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